
建設委員会情報連絡 

令和２年４月２１日 

情報連絡件名 頁 

（１）中川堤防かさ上げ工事の整備状況について ・・・・・・・・・・・・・・ ２ 

（２）工事、委託業務の事故繰越について ・・・・・・・・・・・・・・・・・ ４

（３）【追加】都市建設部主要事業調書（主要工事・調査委託）について ・・【別冊】 

（４）自転車放置禁止区域の追加指定について ・・・・・・・・・・・・・・・ ７

（５）足立区シェアサイクル事業の実証実験の実施状況について ・・・・・・・ ９

（６）区民交通傷害保険の申し込み状況について ・・・・・・・・・・・・・・１１

（７）東京都自転車安全利用指導員制度の運用開始について ・・・・・・・・・１２

（８）公益信託あだちまちづくりトラスト助成金の申請受付の開始について ・・１５

（９）建築物のエネルギー消費性能の向上に関する法律の一部改正について ・・１８

（10）区営住宅の修繕負担区分の見直しについて ・・・・・・・・・・・・・・２０

【参考】 

≪交通網・都市基盤整備調査特別委員会報告事項≫ 

※ 資料は、交通網・都市基盤整備調査特別委員会（都市建設部）の報告資料にあり

（１）足立区総合交通計画の進行管理について

（２）【追加】はるかぜ運行の現状等に関するヒアリング結果について

（３）日暮里・舎人ライナー混雑対策に関する取組み状況について

（４）竹ノ塚駅付近鉄道高架化の取組み状況について

（都市建設部） 



建 設 委 員 会 情 報 連 絡 

令和２年４月２１日 

件 名 中川堤防かさ上げ工事の整備状況について 

所管部課名 都市建設部企画調整課 

内 容 

 国土交通省から、中川堤防かさ上げ工事の整備状況について説明があっ

たので、以下のとおり報告する。 

１ 中川堤防かさ上げ工事の整備状況 別紙１参照 Ｐ３ 

（１）六木三丁目（都県境から花畑川まで約３００ｍ）

ア 護岸の補強工事

令和元年１２月に着手し令和２年３月３１日に完了 

イ 堤防のかさ上げ工事は、令和元年度工事から令和２年度工事予定

（２）中川五丁目（飯塚橋から中川公園付近まで約２６０ｍ）

ア 再入札を２回行ったが契約不調

イ 出水期での施工も検討中で、早期の契約を目指す

（３）常磐線周辺（約１２０ｍ）

令和元年１１月に着手し令和２年６月末完了を目指している

（４）大谷田二丁目（中川防災公園からボナハイツまで約３５０ｍ）

着手は、令和２年渇水期（１１月）を予定

問 題 点 

今後の方針 

１ 国土交通省には、工事予定箇所の予算確保に努め早期完成に努めるよ

う、強く要望していく。 

２ 新たな通行止めに関しては、警察協議を進める。 

2



八潮市

足立区

葛飾区

中川→

【上流側】中川の堤防整備状況（垳川から飯塚橋）令和２年度

工事予定

令和２年度

工事予定

未整備区間

足立区

葛飾区

未整備区間

中川公園

中川水再生センター

←長門小

令和２年度

工事予定

葛飾区

【下流側】中川の堤防整備状況（飯塚橋から中川橋）

足立区内 中川の堤防整備状況

平成28年11月撮影 航空写真

R2.3.21 江戸川河川事務所計画課

平成28年11月撮影 航空写真

■現在、常磐線の上下流で堤防嵩上げ工事を実
施しています。

■令和２年度は、六ツ木３丁目、中川防災公園か

らボナハイツ迄、飯塚橋から中川水再生セン

ター樋管迄の３箇所で堤防嵩上げ工事を実施
する予定です。

■残りの整備区間（緑色部）についても令和３年

度からの着手を目指して、引き続き十分に調
整を図りながら整備を進めてまいります。

凡例
完 成 済

工 事 予 定

未 整 備

未整備区間

※工事予定は現時点のものであり、

今後変更になる場合もあります。3
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建 設 委 員 会 情 報 連 絡 

令和２年４月２１日 

件 名 工事、委託業務の事故繰越について 

所管部課名 都市建設部企画調整課 道路整備室工事課 建築室住宅課 

内 容 

 都市建設部発注の、工事、業務委託の事故繰越について、以下のとおり

報告する。 

１ 花畑川環境整備詳細設計委託その１委託 

（１）委託場所 辰沼二丁目１６番～神明二丁目８番先（別紙参照 Ｐ６） 

（２）受 注 者 株式会社 建設技術研究所 東京本社

（３）工期延伸理由

ア 出社禁止措置

委託業者が新型コロナウイルス感染防止対策として、全社員の出

社禁止措置を講じたため 

イ 地元説明会

新型コロナウイルス感染防止対策により地元説明会が延期となり、

説明会支援業務を継続して実施させるため 

（４）工  期 平成３１年４月２３日～令和２年３月２７日 

（５）変更工期 平成３１年４月２３日～令和２年５月２９日

２ 江北地区歩道設置工事 

（１）工事場所 江北四丁目２８番先（別紙参照 Ｐ６）

（２）受 注 者 今村技建工業株式会社

（３）工期延伸理由

ア 新設保育園へ引き込むガス管の撤去と新設工事が、工事着手時に

実施されていなかった 

イ 新設保育園建設の際に使用していた排水管が残っていた

ウ 浅く埋設されていた水道管を正規の深さで敷設する必要が生じた

エ 旧水路の鉄筋コンクリート躯体が出てきたため、その壊しに時間

を要した 

オ 下水道局施設（マンホールや汚水桝）の改良工事において、下水

道局と今村技建工業株式会社の請負契約が遅れた 

（４）工  期 令和元年１２月２０日～令和２年３月２７日 

（５）変更工期 令和元年１２月２０日～令和２年５月２９日
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３ 中川堤防かさ上げ工事に係わる道路設計及び補償算定業務委託 

（１）委託場所 六木三丁目１４番～１０番先（別紙参照 Ｐ６）

（２）受 注 者 株式会社 双葉 東京支社

（３）委託内容

ア 中川堤防かさ上げ工事に伴う区道（補助２６１号線）の道路設計

・ 道路設計延長 約１３０ｍ

イ 区道かさ上げ工事に伴う隣地の敷地影響による補償

・ 調査物件数  ８件 

・ 敷地測量

・ 建物調査

（４）工期延伸理由

中川堤防かさ上げ工事に合せ、足立区道の道路設計業務と隣地への

影響による補償算定の業務委託を進めていたが、新型コロナウイルス 

感染を危惧する一部住民から、調査は感染の危険が収まってからにし 

てほしいと要望があったため。 

（５）工  期 令和２年１月２０日～令和２年３月１９日 

（６）変更工期 令和２年１月２０日～令和２年５月 ８日

４ 弁護士委託契約 

（１）受 任 者 豊島綜合法律事務所

（２）委託内容 足立区営住宅の使用契約に係る建物明渡等交渉事件、

訴訟事件及び強制執行申立事件 

（３）契約期間延長理由

以下の経緯により、契約期間の変更が必要となったため。

ア 居住資格なく区営住宅に不当に居住していた者に対して明渡請求

を行うため、受任者と当該契約を締結して法的手続きを進めていた。 

イ 契約では、報酬等は当該事件の終了後に支払うとしていた。

ウ 東京地裁の判決、執行官による明渡催告と手続きが進み、強制執

行断行日が３月２７日に決定した。 

エ 当初は断行時に室内の残置物の処分を見込んでおり、年度内に手

続きが完了する予定だったが、強制執行の際、執行官が残置物に資

産価値があると判断し、残置物を一時保管するよう指示があった。 

カ 残置物の売却日が４月２３日に決定した。残置物の処分終了をもっ

て契約が完了するため、契約期間を延長する必要が生じた。 

（５）契約期間  令和元年１０月１日～令和２年３月３１日

（６）変更後期間 令和元年１０月１日～令和２年６月 １日

問 題 点 

今後の方針 

工事・委託を早期に完了させるとともに、令和２年度の事業計画に影響

がないようにスケジュール管理を行う。 
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１ 委託件名：花畑川環境整備詳細設計その１委託
委託場所：辰沼二丁目１６番～神明二丁目８番先

２ 工事件名：江北地区歩道設置工事
工事場所：江北四丁目２８番先

３ 委託件名：中川堤防かさ上げ工事に係わる道路設計及び補償算定等業務委託
委託場所：六木三丁目１４番～１０番先

別紙

②

⑧

③ ①⑥⑤
④

⑦

延 長：１３０ｍ

調査物件： ８件

拡大図

Ｎ

Ｎ

Ｎ
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建 設 委 員 会 情 報 連 絡

令和２年４月２１日 

件 名 自転車放置禁止区域の追加指定について 

所管部課名 都市建設部交通対策課 駐輪場対策担当課 

内 容 

 五反野駅前広場に隣接するレーベン五反野ルナタワーの公開空地は、駅利

用者等に違法駐輪されてしまい通行者に支障をきたしているため、当該公開

空地の一部を新たに放置禁止区域に指定する。 

１ 放置禁止区域指定場所案内図（詳細は別紙参照 Ｐ８） 

２ 告示期間 

令和２年５月１日～５月３１日 

３ 放置禁止区域指定日 

  令和２年６月１日 

４ 自転車放置禁止区域指定による効果 

自転車放置禁止区域内に自転車が駐輪されていた場合、警告札を付ける 

ことができ、次回の見回りの際自転車が放置されていた場合には即撤去で

きる。 

問 題 点 

今後の方針 

レーベン五反野ルナタワーと協定締結し、地域に対して事前周知を丁寧に行っ

ていく。 

レーベン五反野

ルナタワー

五反野駅前広場 五反野駅
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N 

五反野駅前交通広場放置禁止区域図 

五反野駅改札 

東武鉄道高架 

自転車等放置自転車禁止区域 
新たに追加する 

放置自転車等禁止区域 

（２７２．１９㎡） 

別紙 

レーベン

五反野 

ルナタワー 
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建 設 委 員 会 情 報 連 絡

令和２年４月２１日 

件 名 足立区シェアサイクル事業の実証実験の実施状況について 

所管部課名 都市建設部交通対策課 駐輪場対策担当課 

内 容 

令和２年２月１日から開始した足立区シェアサイクル事業のサイクルポー

ト設置状況及び設置予定個所について、以下のとおり報告する。

１ サイクルポートの設置状況 

単位 箇所 

区有地 民有地 合計 

2月 1日当初 6 45 51 

3月 26日現在 10 48 58 

足立区施設サイクルポート設置箇所及び利用実績 

施 設 名 
ポート設置日・実績（2月末日現在） 

設置日 貸出 返却 合計 

① 舎人公園駅下自転車駐車場

2/1 

24 30 54 

② 谷在家駅東自転車駐車場 21 21 42 

③ 足立小台駅自転車駐車場 28 25 53 

④ 竹の塚西自転車駐車場 29 35 64 

⑤ 大師前自転車駐車場 19 16 35 

⑥ 西新井自転車駐車場 35 47 82 

⑦ 五反野北自転車駐車場 2/21 4 9 13 

⑧ 江北二丁目自転車駐車場 2/21 2 6 8 

⑨ 郷土博物館 2/21 2 1 3 

⑩ 足立区役所中央本町庁舎 3/19 0 0 0 

今後設置予定箇所 

施 設 名 設置予定時期 備 考 

⑪ 竹の塚東自転車駐車場

令和 2年度 

ラック製作中

⑫ 綾瀬西自転車駐車場 ラック製作中

⑬ 西新井東・西自転車駐車場 事業者と立会済み 

⑭ 六町駅前広場 警視庁協議中 

⑮ 青井駅周辺 調査中 

⑯ 北千住駅周辺 調査中 

⑰ 都立舎人公園

⑱ 文教大学 協議中 

⑲ 都市農業公園

⑳ 学びピア２１ 令和 3年度 
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２ サイクルポート概略図（令和２年３月２６日現在） 

区有地 設置済み ● 10か所 

予 定 ● 10か所 

民有地  ▲ 48か所 

問 題 点 

今後の方針 
今後駅付近のシェアサイクルポートの設置を優先して進めていく。 

凡 例 
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建 設 委 員 会 情 報 連 絡

令和２年４月２１日 

件 名 区民交通傷害保険の申し込み状況について 

所管部課名 都市建設部交通対策課 駐輪場対策担当課 

内 容 

 今年度より新たに募集を開始した区民交通傷害保険の申し込み状況を取

りまとめたので、以下のとおり報告する（令和２年３月３１日現在）。 

１ 申し込み件数 

９,２５９件 

２ 合計保険料 

  １４,８４５,５００円 

３ 保険概要 

（１）申し込み期間

令和２年２月３日（月）～３月１９日（木）

（２）申し込み資格

足立区に住所のある方および在勤者、在学者

（令和２年４月１日現在）

（３）一時払保険料と最高保険金額（年間）

コース 一時払保険料 
最高保険金額 

交通傷害 自転車賠償 

ア 1,400円 150万円 1億円 

イ 2,100円 350万円 1億円 

ウ 3,300円 600万円 1億円 

４ その他 

 民間保険会社による自転車保険は年齢制限（概ね７０歳前後）が設け

られている場合があるのに対し、当該保険は年齢制限がないため、高齢

者からの申込みが多い傾向にあった。 

問 題 点 

今後の方針 
令和２年６月に自転車保険の加入状況調査を行う予定。 
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建 設 委 員 会 情 報 連 絡 

令和２年４月２１日 

件 名 東京都自転車安全利用指導員制度の運用開始について 

所管部課名 都市建設部交通対策課 

内 容 

 東京都の事業として、令和２年度に自転車の交通ルール・マナーの普及啓

発と自転車事故の未然防止のために、「東京都自転車安全利用指導員制度」

の運用が足立区で始まるので、以下のとおり報告する。 

１ 目的等 

プレス発表のとおり 別紙参照 Ｐ１３～１４ 

２ プレス発表日程 

令和２年３月３０日（月） 

３ あだち広報掲載 

  令和２年５月１０日号に掲載予定 

問 題 点 

今後の方針 

１ 区ホームページ等ＳＮＳで情報発信する。 

２ 都と連絡を密にし、相互の情報提供を行っていく。 

３ 区内全域の町会・自治会対して情報提供していく。 
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別紙
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R２年度　自転車安全利用指導員　配置交差点（予定）

西新井 西新井１

西新井大師西駅

保木間 保木間

元渕江公園周辺

日光街道

加平二丁目 加平２

大谷田橋

区市 エリア名 交差点等

足立区 梅島陸橋 梅島陸橋

千住宮元町 千住宮元町

環七通り

尾

久

橋

通

り

大谷田橋

加平
江北陸橋

保木間A

足立区自転車事故発生状況

（H30.1～H30.12）

梅島陸橋A
加平二丁目A

千住宮元町A

西新井A
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建 設 委 員 会 情 報 連 絡 

令和２年４月２１日 

件 名 公益信託あだちまちづくりトラスト助成金の申請受付の開始について 

所管部課名 市街地整備室まちづくり課 

内 容 

寄付金を原資とし、区民の自主的なまちづくり活動を応援する「公益信

託あだちまちづくりトラスト助成金制度」について、受付開始に向け以下

のとおり報告する。 

１ 事前相談・受付等 

（１）事前相談

令和２年４月１０日～令和２年５月１１日

※まちづくり課で事前相談を実施

※新型コロナウイルスの感染拡大防止のため、原則メールや電話で

の相談とする

（２）受付

令和２年５月１１日～令和２年６月１１日

※三菱ＵＦＪ信託銀行へ申請書類を提出

（３）審査

令和２年７月

（４）事業期間

令和２年９月～令和３年８月

２ 助成団体及び助成金制度の概要 

別紙参照 Ｐ１６～１７ 

問 題 点 

今後の方針 

１ 区ホームページ、ＳＮＳ等により情報発信を行う。 

２ 利用者にわかりやすい制度内容を目指し、運営指針及び細則の見直し

を進める。 

15



詳細については裏面をご覧ください

し
ま
す
！

し
ま
す
！

あ
な
た
の

あ
な
た
の

足立区都市建設部市街地整備室
まちづくり課管理調整係

TEL：03-3880-5915（直）
FAX：03-3880-5605
メール：machi_shien@city.adachi.tokyo.jp
足立区役所　南館4Ｆ　※要予約

申請事前相談

4月10日～5月11日

〒164-0001 東京都中野区中野3-36-16
三菱UFJ信託銀行　リテール受託業務部　公益信託課

TEL：0120-622-372
※郵送必着

申 請 受 付

5月11日～6月11日

学生さん
の応募

大歓迎！
日　程：令和2年7月予定
内　容：申請書及び当日のプレゼン

テーションによりトラスト
運営委員会で審査

◆審　査

令和2年9月～令和3年8月
◆助成活動対象期間

助成金
申込開始！

公益信託あだちまちづくりトラスト

令和2年 令和2年

令和2年 令和２年

応
援
応
援

をを

ま
ち
づ
く
り

ま
ち
づ
く
り

特定非営利活動法人ムジカ・フレスカ

知らない路地の
映画祭制作委員会

千住てのモノ市実行委員会

竹の塚中学校活用推進委員会

NPO法人
千住文化普及会
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事　 業 　内 　容

学生のまちづくり活動

身近なまちづくり活動

まちづくりはばたき支援

まちづくりイベント・整備活動

街並み空間・自主管理歩道等

助成コース名

10万円以内

30万円以内

総額500万円以内

300万円以内

300万円以内

助成限度額

１回限り

５回まで

５回まで

１回限り

制限なし

助成回数

個人又は団体

（中・高・大学生に限る）

個人又は団体

個人又は

マンション管理組合等

助成対象者

●助成コース●助成事業

１ まちづくりに関する調査・研究・活動

【例えば…】

　・防犯、防災に関するワークショップ

　・地域に残る史跡、歴史に関する調査や冊子等の作成

　・空き家利活用のイベント開催

　・子育て、貧困の連鎖、健康寿命に関する講座等

など

２ 公園・道路等の公共施設での都市景観の整備

【例えば…】

　・花や樹木による美化活動

　・記念碑の設置

など

３ 公開性の高い民地での都市景観の整備

【例えば…】

　・マンションなど自主管理歩道の整備

　・区の指定する歴史的・伝統的建造物等の保全活動

など

〈コース〉身近なまちづくり活動

トラスト助成を受けて

令和2年4月から活動を開始する団体を紹介します

千住てのモノ市実行委員会

1

2

3

〈コース〉まちづくりはばたき支援

第18地区水害対策委員会

4

5

6

7

8

9

〈コース〉まちづくりイベント・整備活動

10

公益信託 あだちまちづくりトラスト http://adachi-trust.jp/

団体名「または個人名」

ワークショップとポップアップショップによる空き家の利活用を通じて、ラオスの特徴あるモノ

づくりを体験する場を提供する。

特定非営利活動法人　
Support for Woman’s Happiness

特定非営利活動法人
ベーゴマ普及協会

特定非営利活動法人
ムジカ・フレスカ

一般社団法人
まちなか整備・管理機構

千葉佐那さんを顕彰し
千住仲町の歴史を守る会

”昔遊びベーゴマ教室”を通じて世代・地域住民・伝統文化をつなぐことを活動理念に、子ども

たちや高齢者のコミュニティ形成や居場所づくりに取組む。

手づくりに関わるアーティストや職人や市民クリエーターの日々の成果をお披露目し、地域資

源を生かした共有の場「千住てのモノ市」（マルシェ）を開催する。

参加型ポータルサイト”モア・アダチ”の発信及び地域活性化イベント”モア・アダチ（ヒトの）森

フェスタ２０２１”の開催を通して、足立区を持続可能な活力と魅力ある「まちやひとの森」にする。

100人程度の合唱希望者を募集し、１５回の専任講師とのレッスンを踏まえた”第九を歌う”イ

ベントを通して、音楽文化の向上と新しい地域づくりを行う。

AR（拡張現実）アプリ・機種を活用した水害疑似体験勉強会及びチェックシートを活用する区民

参加型の避難所運営ゲームを区内小学校等で開催し、区民に防災への啓発を行う。

千住に住む区民に誇りと歴史を語り継ぐ使命感を共有し、地域活性化とコミュニケーション形成

に寄与することを目的に、”千葉佐那と坂本龍馬のレリーフ”を建立する。

〈コース〉街並み空間・自主管理歩道等助成

11

相続人が放棄し所有者不存在となった未利用地（無管理の空き地）を無くすことにより、安全で

良好な街並みの形成に寄与するための”実験的整備事業の研究”を行う。

昨年から検討を続ける”荒川氾濫に備えたコミュニティ・タイムライン”の運用版の完成により、

本地区の水害に対する備え等を強化する。

歴史文化を中心に千住の街歩きに活用する２冊目のガイドブック”千住街歩きガイドブック（千

住仲町・河原町・橋戸町、西部地区、常東地区編）”を編集・製本する。
NPO法人千住文化普及会

NPO法人地域の芽生え21

ADACHI WOMEN＆ALLIES

自主管理歩道上の植樹帯の改修工事を行う。

 ※　 　…新たに助成を受けて活動する団体　 　…継続して助成を受けて活動する団体

イニシア千住曙町管理組合法人
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建 設 委 員 会 情 報 連 絡 

令和２年４月２１日 

件 名 建築物のエネルギー消費性能の向上に関する法律の一部改正について 

所管部課名 建築室建築審査課 

内 容 

地球温暖化対策のために創設された「建築物のエネルギー消費性能の向

上に関する法律」が一部改正されたため、以下のとおり報告する。 

１ 改正内容（別紙参照 Ｐ１９） 

単棟の建築物ごとに省エネ性能を評価する従来の制度に加え、複数の

建築物の省エネ性能について総合的に評価する基準が追加された。 

 

 

 

 

２ 複数申請のメリット 

（１）街区全体で高い省エネ性能が無駄なく効率的に実現できる。

（２）申請建築物の容積率が緩和できる。

（３）他の建築物は空いたスペースを多用途に有効活用できる。

問 題 点 

今後の方針 

法改正等の趣旨を踏まえ「足立区建築物のエネルギー消費性能の向上に

関する法律施行細則」の一部を改正する。また、事業計画の相談等、様々

な機会を捉え、事業者に省エネルギーに資する計画を働きかけていく。 

【主な供給型熱源機器】 

・太陽光発電機

・コージェネレーション

供給型熱源機器 

イメージ図

熱･電気 

電気 
  Ａ棟 Ｂ棟  Ｃ棟 

Ａ棟 Ｃ棟 

Ｂ棟 

熱 

他の建築物 

他の建築物 申請建築物 
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…………………..

建築物のエネルギー消費性能の向上に関する法律の一部改正のイメージ図 

省エネ評価は、単体の建築物でしかできない制度であった 

各建築物の所有者が、省エネ性能評価について各々申請する必要があった 

複数建築物についても、省エネ評価ができるように制度改正された 

建築主（事業者）が、省エネ性能評価について複数建築物をまとめて 

申請することができる 

【メリット】 

（１） 街区全体として、高い省エネ性能が実現できる

ア 街区全体を総合管理することで、個々の建築物の利用時間や利用状況に応じて、

熱・電気エネルギーの無駄のない効率的な配分制御が可能となり、二酸化炭素の

排出量が抑制できる

イ 建物スケールから街区スケールになることで、設備スペース（供給型熱源機器）が

小さくできる

ウ 設置する設備機器や運転管理費が少なくなるため、維持管理費が削減できる

（２） 申請建築物の容積率が緩和できる

（３） 他の建築物は、空いたスペースを多用途に有効活用できる

※２「供給型熱源機器」のイメージ図

ガスエンジンで「電気」「温水」「冷水」などを作ることができるシステム 

建築物１ 

（例：事務所） 

建築物２ 

（例：商業ビル） 

建築物３ 

（例：病院） 

熱･電気 

熱･電気 

建築物１ 

（例：事務所） 

建築物２ 

（例：商業ビル） 

建築物３ 

（例：病院） 

イメージ図 イメージ図

病室等に 

有効活用できる 

C ㎡ 

店舗等に 

有効活用できる 

B ㎡ 

※１「省エネ設備」

建築物の用途に適した「省エネ設備」が選定されるため、 

建築物ごとに省エネ設備の構成が異なることが多い 

【改正後】【改正前】

省エネ設備(※１) A㎡ 

省エネ設備 

(※１)  

C ㎡

省エネ設備 

（※１） 

B ㎡ 

供給型熱源機器（※２） 

E ㎡（A+B+C＞E） 

 別 紙 
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建 設 委 員 会 情 報 連 絡 

令和２年４月２１日 

件 名 区営住宅の修繕負担区分の見直しについて 

所管部課名 建築室住宅課 

内 容 

区営住宅の修繕負担区分の見直しについて検討し、次のとおり方針を決

定したので、以下のとおり報告する。 

１ 状況 

（１）民間住宅等における敷金の返金トラブルを背景に、民法改正に伴

い国土交通省が「賃貸住宅標準契約書」を改定した。これにより、

賃貸住宅における退去時の原状回復や、入居中の修繕の借主負担が

軽減された。 

（２）これに伴い、ＵＲ賃貸住宅・公社住宅では修繕負担区分を見直し、

入居者負担の項目を縮小した。 

２ 方針 

修繕負担区分は現状維持とする。 

３ 理由 

（１）区営住宅では敷金（保証金）のトラブルは発生していない。

（２）負担区分の見直しを行ったＵＲ賃貸及び公社住宅は、修繕負担分を 

賃料に転嫁することが可能だが、公営住宅の賃料は法令で定められて

いるため変更はない。 

（３）都営住宅及びほとんどの自治体の公営住宅は、修繕負担区分の見直

しを行っていない。 

問 題 点 

今後の方針 
今後も引き続き、都や他自治体の動向を注視していく。 
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